










要約:平成 5 年の厚生省患者調査を資料に、わが国の要入院および要外来受診事故発生頻

度について検討を行った。その結果、事故による入院患者発生率は 10 万人当たり 0歳 505、

1～4 歳 494、5～9 歳 608、10～14 歳 589 であった。外来患者発生率は 10 万人当たり 0 歳

27,700、1～4 歳 47,300、5～9 歳 31,700、10～14 歳 36,300 であった。 死亡 1 に対する

入院・外来受診事故比は 0歳が 1:20:900、1～4歳が 1:40:3,600、5～9 歳で 1:90: 4,700、

10～14 歳で 1 : 130 : 8,300 であることが明らかになった。


